
四半期報告書 

エスアールジータカミヤ株式会社 

大阪市北区茶屋町19番19号 

(E05493) 

（第41期第１四半期） 

自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日 



目       次 

  頁

表 紙   

   

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… １

２ 事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… ２

３ 関係会社の状況 …………………………………………………………………………………………………… ２

４ 従業員の状況 ……………………………………………………………………………………………………… ２

第２ 事業の状況 

１ 生産、受注及び販売状況 ………………………………………………………………………………………… ３

２ 経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… ３

３ 財政状態及び経営成績の分析 …………………………………………………………………………………… ４

第３ 設備の状況 …………………………………………………………………………………………………………… ５

第４ 提出会社の状況   

１ 株式等の状況   

(1）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… ６

(2）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… ６

(3）ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………… ６

(4）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… ６

(5）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… ６

(6）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… ７

２ 株価の推移 ………………………………………………………………………………………………………… ７

３ 役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… ７

第５ 経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… ８

１ 四半期連結財務諸表   

(1）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………… ９

(2）四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………… 11 

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………… 12 

２ その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 18 

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 19 

   

［四半期レビュー報告書］   



【表紙】 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成20年８月12日 

【四半期会計期間】 第41期第１四半期（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

【会社名】 エスアールジータカミヤ株式会社 

【英訳名】 ＳＲＧ ＴＡＫＡＭＩＹＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長        髙宮 一雅 

【本店の所在の場所】 大阪市北区茶屋町19番19号 

【電話番号】 ０６（６３７５）３９００（代表） 

【事務連絡者氏名】 執行役員 経理部部長   安田  秀樹 

【最寄りの連絡場所】 大阪市北区茶屋町19番19号 

【電話番号】 ０６（６３７５）３９００（代表） 

【事務連絡者氏名】 執行役員 経理部部長   安田  秀樹 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 



第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

 ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

回次 
第41期 

第１四半期連結累計(会計)
期間 

第40期 

会計期間 
自平成20年４月１日 
至平成20年６月30日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高（千円） 3,537,053 15,129,474 

経常利益（千円） 272,036 1,950,232 

四半期（当期）純利益（千円） 136,818 888,411 

純資産額（千円） 5,268,382 5,421,027 

総資産額（千円） 24,692,570 23,559,822 

１株当たり純資産額（円） 469.21 481.48 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
12.36 79.71 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － 

自己資本比率（％） 21.0 22.7 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△375,889 37,435 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△89,327 △1,047,982 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
1,590,128 326,592 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
2,301,982 1,177,071 

従業員数（人） 460 463 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

(1) 連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員数であります。なお、臨時従業員数は、その総数が従業員数の100分の10未満のため記載

を省略しております。 

(2) 提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員数であります。なお、臨時従業員数は、その総数が従業員数の100分の10未満のため記載

を省略しております。 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 460   

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 358   
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1) 生産実績 

 当社グループの主たる業務であります「建設用仮設機材のレンタル事業」は、提供するサービスの性格上、生産実

績の記載に馴染まないため、当該記載を省略しております。 

(2) 受注状況 

 当社グループが顧客企業と締結している契約に規定されているのは、料金算定の基礎となる単価及び概算の見積金

額であり、受注金額の算定に必要なレンタル期間や滅失機材の数量等については、工事の進捗状況や使用状態により

変動いたします。従いまして、受注金額を確定することが困難な状況であるため、当該記載を省略しております。 

(3) 販売実績 

 当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．仮設機材レンタル部門には、商品売上高を含んでおります。 

２【経営上の重要な契約等】 

シンジケートローン契約について 

 当社は、設備資金の調達を目的として、㈱三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とする金融機関10社からなるシンジケート

団と、シンジケートローン契約を締結しております。 

契約日     平成20年６月25日 

契約金額    4,000,000千円 

借入利率    ３ヶ月Tibor＋0.95％ 

契約期限    平成25年４月30日 

担保      無担保 

保証      無保証 

区分 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

仮設機材レンタル部門（千円） 3,536,502 

その他部門（千円） 551 

合計（千円） 3,537,053 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1) 経営成績の分析 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油高による原材料価格の高騰等の影響により、景気後退懸念

が高まる状況となりました。当仮設機材レンタル業界におきましては、公共工事関連の発注が縮小、遅延する中、民

間工事関連において、マンション等の住宅部門以外での投資意欲が根強く、総じて堅調に推移いたしました。 

 このような環境下で、当社グループは、企業の設備投資を中心に民間工事関連への営業を積極的に行い、受注拡大

と適正価格の維持に努めてまいりました。また、前連結会計年度に引き続き、安全面での顧客ニーズに応えるための

保有機材の質的強化と、繁忙期での安定供給を維持するための量的確保を重点課題とし、経年劣化した従来機材の入

れ替えと新型機材の開発、増量に注力してまいりました。一方で、入れ替えにより不要となった機材の廃棄、売却を

進め資産効率のアップにも努めてまいりました。 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、3,537,053千円、営業利益は293,259千円、経常利益は

272,036千円、四半期純利益は136,818千円となりました。 

(2) 財政状態の分析 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、24,692,570千円となり、前連結会計年度末と比べ1,132,748千円増加い

たしました。この主な要因は、現金及び預金の増加1,126,911千円、受取手形及び売掛金の減少307,959千円、賃貸資

産の増加253,549千円等によるものであります。 

 負債合計は、19,424,187千円となり、前連結会計年度末と比べ1,285,392千円増加いたしました。この主な要因

は、短期借入金の増加900,000千円、未払法人税等の減少585,936千円、長期借入金の増加974,638千円等によるもの

であります。 

 純資産合計は、5,268,382千円となり、前連結会計年度末と比べ152,644千円減少いたしました。この主な要因は、

利益剰余金の減少84,962千円、自己株式の増加13,072千円、その他有価証券評価差額金の減少47,729千円等によるも

のであります。 

(3) キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、法人税等の支払額等があったものの、長期借入れによ

る収入等があったことにより、前連結会計年度末に比べ1,124,911千円増加し、2,301,982千円となりました。 

 当第１四半期期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、375,889千円の支出となりました。主な要因は、売上債権の減少高492,070

千円等があったものの、貸倒引当金の減少額173,602千円、法人税等の支払額699,566千円等があったことによりま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、89,327千円の支出となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による

支出59,487千円、無形固定資産の取得による支出26,347千円等があったことによります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、1,590,128千円の収入となりました。主な要因は、長期借入金の返済によ

る支出1,031,779千円、社債の償還による支出40,000千円、配当金の支払額221,780千円があったものの、短期借入金

の純増額900,000千円、長期借入れによる収入2,000,000千円等があったことによります。 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(5) 研究開発活動 

 該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1) 主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2) 設備の新設、除却等の計画 

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月11日

エスアールジータカミヤ株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 早川 芳夫  印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 平岡 義則  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエスアールジー

タカミヤ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４

月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスアールジータカミヤ株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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【本店の所在の場所】 大阪市北区茶屋町19番19号 
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 

当社代表取締役社長髙宮一雅は、当社の第41期第１四半期（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

２【特記事項】 

特記すべき事項はありません。 
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